
安全対策講習 
 

平成２９年５月２１日 

在カンボジア日本国大使館 

 



地方行政制度の概観 

●村・地区評議会議員選挙法及び行政運営法（2001年） 

   →2002年に初の地方選挙。 （その後，2007年，2012年，本年） 

 

●村・地区評議会の役割   

  ＊治安及び公共秩序維持   

  ＊公共サービスの提供（戸籍・登記・各種証明等） 

  ＊住民の福祉向上         

  ＊社会・経済開発の促進 

  ＊環境・天然資源の保全    

  

   

 

★多党制民主主義強化 
★経済社会発展の推進 

★住民のニーズに関する意思決定
への住民参加の推進により，地
方開発と貧困削減を促進 



村・地区評議会議員選挙の概要（１） 

◎選挙制度：１６４６村・区ごとの比例代表選挙 

◎任期：５年 

◎定数：全国 １１，５７２議席 

◎有権者：１８歳以上の国籍を持つ男女，その村・地区に居住する者。  

◎被選挙資格：２５歳以上の国籍を持つ男女でクメール語の読み書
きができ，立候補する村･地区の有権者リストに登録されている者。 

◎候補者登録：12政党参加。（計11,572議席に対し計94,595名が立 

                   候補） 

（注）人民党と救国党の2政党のみ全国で立候補者擁立。 

◎議席配分：最多票獲得政党の候補者リストの首位＝評議会議長 

        得票率２位→第１副議長（財政・経済担当） 

        得票率３位→第２副議長（行政・社会問題等） 



◎選挙運動期間：5月20日（土）～6月2日（金） 

 ・行進は選挙運動期間中２回まで。（各村・地区内のみ。） 

 ・夜22時から朝6時までは活動禁止(正午～14時迄は拡声器禁止) 

 ・TV・ラジオを通じた公平な政見放送（政見放送スロットを参加政党
で平等配分。) 

◎投票所：全国22,148ヶ所 

◎投票時間：6月4日（日）午前7時～午後3時 

 ・投票締め切り後、その場で開票・集計 

 ・同4日に各投票所にて結果を貼り出し。 

 ・異議申し立てを経て6月25日までに国家選管が公式結果を発表。 

◎選挙監視 

 ・国家選管及び外務国際協力省が国内外に選挙監視を呼びかけ。 

村・地区評議会議員選挙の概要（２） 



 今後の諸選挙への前哨戦 
 

 
 

 
 →今後の与野党の勢力バランス，与党の政権運営に影響。 
 
 
 
 
     

 

   

 

 

今回の地方選挙の注目点 

（１） 明年の国政選挙，上院選挙 

   ２０１９年首都・州・市・郡・区評議会議員選挙 

（２） 与野党に対する国民の評価 

  －２０１３年以降の与党の行政に対する評価 

  －野党の指導力や政策実施能力に関する評価。   



ＣＰＰ：２０１３年の党史上最悪の状況から，支持をどこまで回復 
 

 

 

 

    

今回の選挙の注目点（各党の課題） 

－与党として組織力や資金力で優位。 

－地元ニーズへの細かな手当，現政権の実績の宣伝。 

  （国家再建，経済成長，インフラ整備等） 

－土地問題，汚職問題，雇用問題等で特に都市部で苦労。 

－野党優位の場合，来年の国政選挙に向けて対応見直しも。 

ＣＮＲＰ：合併後の勢いをどこまで維持・伸長？ 

その他の政党 

   － ＣＰＰやＣＮＲＰの票をどこまで奪うか。 

 

    

－人民党に対する第一の対抗馬。「変化」を求める国民に受け皿に。 

－合併政党として党の求心力の維持。 

－政権を担い得る野党第１党として一層の組織整備と人材が必要。 



過去の各選挙結果（獲得議席数の割合） 
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○概要：平穏に実施された  
 
人民党 全１，６３３村・地区→１，５９２の議長ポスト 
全１１，４５９議席→８，２９２議席獲得 
（約７２％を獲得） 
 
 

２０１２年地方選挙(６月３日実施） 

野党（SR党）獲得議席→２，１５５（前回２００７年比５０５減） 



 注意事項 

１．報道や大使館からのお知らせ等に注意し，選挙運動期間中
及び選挙後の動向について最新の情報を得る。 

２．集会やデモが行われているところには近づかない。 

３．特定の政党（候補者）の非難や支持，さらには政治的議論を
避ける。 

４．不測の事態を念頭に置きつつ，家族，職場や知人等に所在
を明らかにするとともに，連絡がつくようにしておく。 

 
 

 

 

○在カンボジア日本国大使館連絡先 

  電話：０２３－２１７－１６１～１６４  ＦＡＸ：０２３－２１６－１６２ 

  Ｅメール（領事）：consular.jpn@pp.mofa.go.jp 

  （業務時間：月～金曜日の８：００～１２：００、１３：３０～１７：１５） 

安全対策上の注意点 

＊大使館ホームページ 
＊領事メール（「在留届」・「たびレジ」登録者に情報提供） 

mailto:consular.jpn@pp.mofa.go.jp


在留邦人数と援護件数の比較 

在留邦人数の比較 
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邦人援護の多くは一般犯罪 

バイクに乗り，
歩行者を狙う
ひったくり 

大使館への被害届の５割 



被害防止対策 

徒歩による移動中，周囲に十分注意する 

手荷物はできる限り持たない 

バックを持つ場合，バック本体を車道側に下げない 

持ち物（貴重品）を分けて持つ 

たすき掛けの場合は，両手で抱える 

☆昼夜を問わず発生 「十分注意」 

荷物のある場合はタクシー等の車両で移動する 



https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/ 

「たびレジ」 「在留届」の登録！ 



http://www.anzen.mofa.go.jp/anzen_info/golgo13xgaimusho.html 


